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先
月
号
に
続
き
、
井
上
町
長
の
施
政
方
針
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
（
本
文
中
に
あ
る
表
現
で
、
今
年
度
は
平
成
二
十
二
年
度
、
来
年

度
は
平
成
二
十
三
年
度
と
な
り
ま
す
）

平
成
二
十
三
年
三
月
定
例
議
会

◆
水
道
事
業

【
簡
易
水
道
事
業
】

　
新
た
に
三
成
第
二
簡
易
水
道
改

良
事
業
に
着
手
す
る
ほ
か
、
安
全

で
安
定
的
な
水
道
水
の
供
給
の
た

め
、
施
設
の
老
朽
化
及
び
水
量
不

足
が
生
じ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
将
来
負
担
に
留
意
し
た
長
期

計
画
を
策
定
し
、
順
次
整
備
を
進

め
ま
す
。

　
な
お
、
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

受
け
、
簡
易
水
道
料
金
を
四
月
か

ら
改
定
し
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
】

　
来
年
度
は
、
横
田
公
共
下
水
道

事
業
に
お
い
て
汚
水
処
理
施
設
増

設
の
た
め
の
調
査
設
計
業
務
を
行

う
ほ
か
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
二

十
五
基
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
料
金
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
料
金
統
一
か
ら
三

年
目
と
な
り
、
将
来
的
な
経
営
安

定
化
に
向
け
た
審
議
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
ご
み
処
理

　
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
さ
ら
に
進
め

る
た
め
、
大
型
ご
み
を
細
か
く
破

砕
す
る
設
備
を
導
入
し
、
可
燃
ご

み
と
し
て
処
理
可
能
な
も
の
は
処

理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
終
処
分

場
の
延
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
ゴ
ミ
の
収
集
手
数

料
は
全
戸
一
律
料
金
と
し
て
い
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
実

施
し
て
い
る
ご
み
袋
の
有
料
化
を
、

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
導
入
す
る

方
向
で
検
討
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
料
金
を
一
律
負
担

か
ら
応
益
負
担
と
し
、
住
民
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

◆
農
村
整
備

　
金
川
地
区
の
ほ
場
整
備
工
事
は
、

今
年
度
、
道
路
工
及
び
換
地
処
分

業
務
を
予
定
し
、
こ
れ
で
事
業
が

完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
奥
出
雲
地
区
県
営
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
は
、
地
元
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
工
事
進

捗
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
雇
用
対
策

　
県
補
助
金
を
活
用
し
た
高
齢
者

の
日
常
生
活
に
お
け
る
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
生
活
支
援
事
業

な
ど
を
新
た
に
実
施
す
る
ほ
か
、

担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
林
業

分
野
で
の
雇
用
対
策
の
た
め
、
町

独
自
で
造
成
し
た
基
金
を
活
用
し
、

雇
用
創
出
を
図
り
ま
す
。

◆
地
域
活
性
化
対
策

　
今
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
各
地

区
に
補
助
し
て
い
た
自
治
会
活
動

費
や
地
区
文
化
祭
、
運
動
会
な
ど

個
別
の
補
助
金
を
統
合
し
、
包
括

的
な
交
付
金
と
し
て
制
度
化
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
新
規
事
業
で

あ
る
「
住
民
提
案
型
き
ら
り
輝
く

地
域
づ
く
り
交
付
金
」
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
は
十
九
団
体
か
ら
応

募
い
た
だ
き
ま
し
た
。自
ら
企
画
・

実
施
す
る
公
益
性
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
と
し
て
、
来
年
度
も
事

業
を
募
集
し
ま
す
。

◆
定
住
対
策

　
全
国
的
に
人
口
減
少
の
局
面
に

入
り
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

定
住
対
策
と
し
て
の
雇
用
の
場
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
若
者
定
住

対
策
事
業
奨
励
金
制
度
を
引
き
続

き
実
施
す
る
ほ
か
、
町
内
就
職
の

促
進
、
空
き
家
活
用
事
業
に
つ
い

て
、
県
事
業
を
活
用
し
た
定
住
相

談
員
の
配
置
等
に
よ
り
取
り
組
み

を
強
化
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
若
い
子
育
て
世
代
の

Ｕ
タ
ー
ン
を
推
進
す
る
た
め
、
町

独
自
の
子
育
て
支
援
制
度
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
保
育
・
幼
児
教

育
の
環
境
整
備
を
進
め
、｢

安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
町｣

の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

◆
農
業
振
興

　
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

に
つ
い
て
、
政
府
は
六
月
を
目
途

に
交
渉
参
加
の
是
非
を
判
断
す
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
国
内
農

業
に
及
ぼ
す
詳
し
い
影
響
や
国
内

農
業
の
体
質
強
化
の
た
め
の
具
体

策
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
刻

も
早
く
こ
れ
ら
を
国
民
に
示
し
、

国
民
的
議
論
を
行
う
な
ど
慎
重
な

対
応
を
求
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
米
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
か
ら
畑
作
物
を
含

め
て
本
格
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
結
果
的
に
二
十

二
年
産
米
価
の
大
幅
な
下
落
な
ど

の
弊
害
を
も
た
ら
し
、
本
県
に
お

け
る
米
の
生
産
目
標
数
量
の
配
分

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
平
成

二
十
三
年
産
米
の
本
町
の
生
産
調

整
は
、
前
年
に
対
し
面
積
換
算
で

五
十
�
拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
配
分

方
法
が
大
き
く
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
水
田
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に
、
飼
料
用
米
な
ど
の

新
規
需
要
米
へ
の
転
作
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
水
稲
を
巡
る
情
勢
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
来
年

二
月
に
は
第
六
回
仁
多
米
振
興
大

会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
環
境
に
や

さ
し
く
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

米
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町

全
域
に
安
定
的
な
堆
肥
の
供
給
体

制
を
構
築
し
、
仁
多
堆
肥
セ
ン
タ

ー
施
設
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
畜
産
振
興

　
家
畜
伝
染
病
の
発
生
防
止
に
万

全
の
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
県

▲ほ場が整備された金川地区

ヘ
ク
タ
ー
ル

次の窓口で募金を行っています。
【島根県共同募金会奥出雲町支会】
　・募金箱の設置場所　　　役場仁多庁舎１階町民課、横田庁舎１階町民福祉係
　　　　　　　　　　　　　各地区公民館、奥出雲町社会福祉協議会
　・受付期間　　　　　　　平成２３年９月３０日まで
【日本赤十字社島根県支部】※金融機関での振り込み
　・振込用紙の設置場所　　　役場仁多庁舎１階町民課、横田庁舎１階町民福祉係
　　　　　　　　　　　　　　山陰合同銀行三成支店・横田支店

　被災地から避難されている方の、下記のような国税に関するお問い合わせ・ご相談は、避難先の税務署
でお受けすることができます。

3月11日に発生した、東日本大震災で被害を受けられた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。
未だかつてない大地震は、大きな揺れとともに、広範囲にわたる津波による甚大な被害を及ぼしました。
被災地では、未だ安否が確認できない方が多数あり、生存者の方々も避難所での不自由な生活を余儀な
くされている状況が、連日報道されています。

町内に広がる被災地支援の輪町内に広がる被災地支援の輪

奥出雲町職員も現地で支援活動奥出雲町職員も現地で支援活動

多くのご支援ありがとうございます多くのご支援ありがとうございます　～義援金募金額のご報告～

（集計期間：3月14日～3月31日。社会福祉協議会取りまとめ分）

　被災地の早期復興を支援するため、町内各地で様々な方による、義
援金の募金活動が行われています。役場両庁舎と各地区公民館、社会
福祉協議会事務所にも募金箱を設置し、支援を呼び掛けています。
　また、一人ひとりが節電を心がけたり、支援物資を提供するなど、
被災地支援の輪が広がっています。

　奥出雲町では、日本水道協会島根県支部の要請を受け、第１
陣として２名の職員が、３月１２日から６日間、被災地である
宮城県色麻町で給水支援活動を行いました。被災地の状況を目
の当たりにした職員は、懸命に給水活動を行いました。
　その後も、３月２８日まで、交替で計１０名の職員が色麻町
や仙台市など、現地における給水支援活動を行いました。
　また、１６日にはペットボトル入り飲料水（500ml）24,000

本を色麻町に送り、その後自衛隊のヘリコプターで、石巻市、
女川町などの避難所へ配送されました。

国税の申告・納付等 還付金の支払期間 納税証明書の交付

◆ご相談・お問い合わせ先◆
　大東税務署　電　話：0854－43－2360（ガイダンスに従って「2番」を押してください）
　　　　　　　所在地：雲南市大東町飯田86番7号

▲被災地に向かった給水車

しかま

▲

役
場
窓
口
に
設
置
し
た

　
　
義
援
金
の
募
金
箱


